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2019 年 3 月には，「小学校プログラミング教育に関する研修教材」が作成さ
れた。プログラミング教育を担当する教員がプログラミング教育のねらいや育
む資質・能力，ビジュアル型プログラミング言語の基本的な操作や指導事例等
を学ぶために活用されている。これよりも早く 2018 年 3 月には教員がプログ
ラミング教育に対して抱く不安を解消することをねらいとして，「小学校プロ
グラミング教育の手引」（以下「手引」）が作成されている（2 度の改訂が行わ












が連携した取組みも行われている。2017 年 3 月に文科省・総務省・経済産業省































































































1）。分類 A は学習指導要領に例示されているもの，分類 B は例示されていない 
ものであるが，いずれも各教科等での学びをより確実なものとするという目的
は共通している。分類 C は教科等とは別にプログラミングに関する学習を行う
もの，分類 D は教育課程内でクラブ活動など特定の児童を対象として実施され 
 
表 1 小学校段階のプログラミングに関する学習活動の分類と指導例 



















A 学習指導要領に例示されている単元等で実施するもの  
・プログラミングを通して，正多角形の意味を基に正多角形をかく場面（算数 第 5学年） 
・身の回りには電気の性質や働きを利用した道具があること等をプログラミングを通して学習す





場面（音楽 第 3学年～第 6学年） 
・都道府県の特徴を組み合わせて 47 都道府県を見付けるプログラミングの活用を通して，その名












るものである。分類 E と分類 F は，教育課程には位置付けられないが，地域や
企業・団体等において児童の興味・関心に応じて提供されるものである。 




けられていない。表 1 の学習活動と表 2 の教材を組み合わせて，実際の授業内
容が検討されることになる。ただし，その効果的な組み合わせは未知数である
ため，当面は学習指導要領に例示された学年・教科の内容を扱う学校が多いと






















































































学年 教科・単元名・分類 教材 




2 年 音楽「せんりつづくり」（B） 
学活「キャラクターを動かそう」（C） 
Scratch 
Hour of Code 
3 年 総合「地域をつなぐ情報と私たち」（A） 
総合「キャラクターを動かそう」（C） 
Scratch 
Hour of Code 




5 年 算数「多角形と円をくわしく調べよう」（A） 
社会「自動ブレーキの仕組みを再現！」（B） 
Scratch 



















































































































































































課 題 内 容 割 合 
人材不足 90.3 ％ 
情報不足 82.6 ％ 
予算不足 80.3 ％ 
プログラミング教育の取り組み方がわからない 51.7 ％ 












































 2018 年度 2019 年度 
普通教室の無線 LAN 整備率 40.7％ 48.9％ 
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1） 2020 年 12 月に「未来の学びコンソーシアム」はその業務を終了し，現在
は文科省が「小学校を中心としたプログラミング教育ポータル」の運営を引
き継いでいる。 
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 In the new Courses of Study that were enacted in the 2020 school year, programming 
education became a compulsory elementary school subject in Japan. However, 
questions remain regarding how programming education can contribute to improving 
children's qualities and abilities, and what should be considered to appropriately 
design and implement classes. Therefore, based on the existing findings, this 
study summarized the bright and dark sides of elementary school programming 
education, that is, the expected effects and concerns associated with its 
implementation. Consequently, the following practical issues were derived and 
discussed to further enhance elementary school programming education: designing 
lessons, planning evaluation criteria and methods, preparing an information and 
communications technology (ICT) environment, and encouraging teachers. 
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